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場　所：金沢大学 宝町 医学部Ｂ棟1階 小会議室
演　者：岸　拓弥 先生　九州大学循環器病未来医療研究センター未来心血管治療学共同研究部門　部門長　准教授
演　題：「脳の入出力伝達関数でフィードバック制御する神経刺激デバイス開発へ　～脳はすごい～」












　連絡先　　金沢大学医薬保健研究域医学系  形態機能病理学  原田憲一
　　　　　　　TEL  076－265－2197　　FAX  076－234－4229
ウィルス感染症制御学特別講演会




　この度、(公財 )東京都医学総合研究所  ゲノム医科学研究分野ウイルス感染プロジェクト  プロジェクトリーダーである小池　智先生







































　松山先生は、これまでにマウス脳梗塞巣内に通常のものは異なる神経幹細胞 (傷害誘導性神経幹細胞 : injury-induced neural stem cell; 
iNSPC）が存在することを報告されてきました。今回のセミナーでは、iNSPCが脳血管周皮細胞（ペリサイト）由来であり、脳傷害後
の多能性幹細胞として脳組織の再構築に関与することを発表して頂きました。








日時：2015年7月14日（火）～ 7月17日（金）　　　　場所：学際科学実験センター  遺伝子研究施設
＜サイエンスセミナー＞







































2015 Cancer Research Institute Kanazawa University 




















































問い合わせ先：金沢大学大学院医学系研究科がん局所制御学　TEL 076-265-2362    FAX 076-234-4260
　　　　　　　（金沢大学 消化器・腫瘍・再生外科）
　　　　　　　事務局長　伏田 幸夫
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　　複写をご希望の方へ
　金沢大学十全医学会は，本誌掲載著作物の複写に関する権利を一般社団法人学術著作権
協会に委託しております。
　本誌に掲載された著作物の複写をご希望の方は，（社）学術著作権協会より許諾を受けて
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